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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 
 

本市の人口動態は、全国平均と比べると０～14歳人口割合が多いものの、全

国と同様に人口減少、少子高齢化の傾向となっています。 

 

 

（１）人口について 

近年、本市の総人口は増加傾向にあり、平成31年(2019年)は平成27年(2015年)に比べ4,556

人増加しています。65歳以上人口の割合が高くなっている一方、０～14歳人口及び15～64歳

人口は横ばい傾向となっています。 

また、本計画の策定にあたり、令和２年度(2020年度)から令和６年度(2024年度)の５年間

の計画期間における人口推計を行いました。 

推計では、令和６年(2024年)まで引き続き総人口が増加傾向となることが予測され、年齢

別にみると、０～14歳人口は増加の後減少傾向、15～64歳人口は増加傾向、65歳以上人口は

増加の後減少傾向になることが予測されます。 

人口の推移 

 

55,437 55,339 55,498 55,705 55,652 55,797 55,871 55,914 55,902 55,649

247,142 246,336 246,442 246,728 247,127 247,620 248,022 248,236

99,125 101,007 102,376 103,422 104,166 104,617 104,464 104,246 104,264

246,078246,107
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資料：住民基本台帳（各年４月１日現在） 

※推計方法：コーホート変化率法★（住民基本台帳の平成26年(2014年)～平成31年(2019年)の人口移動率

を乗算した推計方法。 

 

 

 

１ 人口、世帯、就業等の状況 

★は資料編「６ 用語集」をご覧ください 
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本市の年齢３区分別人口割合について、全国及び大阪府と比較すると、０～14歳人口割合

が高く、65歳以上人口割合が低くなっています。 

年齢３区分別人口割合の比較 

 

13.7

12.0

12.2

60.9

59.7

25.4

27.5

28.1

60.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊中市

大阪府

全国

０～14歳 15～64歳 65歳以上
 

資料：国勢調査（平成27年(2015年)） 

18歳未満の外国人人口の状況をみると、就学前児童の０～５歳が200人前後、小学生に相

当する６～11歳が170人前後で推移しています。 

18歳未満の外国人人口の推移 

 

201 193 214 211

138 169176
155

6256
5562

59635743
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501509

0

100

200

300

400

500

600

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

(人)
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資料：住民基本台帳（各年４月１日現在） 

就学前児童（０～５歳）は平成28年(2016年)をピークに減少しはじめ、平成27年(2015年)

から平成31年(2019年)にかけて252人減少しています。また、令和６年度(2024年度)までの

人口推計においても、減少傾向となることが予測されます。 

年齢別就学前児童数の推移 

 

3,565 3,511 3,477 3,491 3,403 3,416 3,379 3,334 3,289 3,246

3,718 3,612 3,588 3,542 3,556 3,517 3,472 3,424

3,739 3,743 3,728 3,755 3,637 3,567 3,582 3,543 3,497

3,744 3,755 3,781 3,727 3,749 3,650 3,625 3,579 3,594 3,556

3,774 3,777 3,796 3,811 3,743 3,778 3,678 3,652 3,606 3,620

3,651 3,798 3,817 3,827 3,819 3,767 3,803 3,702 3,675 3,628

3,7063,723

3,613

22,191 22,307 22,305 22,223 21,939 21,766 21,608 21,366 21,179 20,971
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資料：住民基本台帳（各年４月１日現在） 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

出生数は、平成26年(2014年)から平成30年(2018年)の５か年では、平成27年(2015年)をピ

ークに減少しましたが、平成28年(2016年)以降横ばい傾向となっています。 

出生数の推移 

 

3,581
3,683
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資料：豊中市統計書 

 

合計特殊出生率★は、平成27年(2015年)から平成28年(2016年)にかけて減少しましたが、

その後は微増傾向となっています。 

合計特殊出生率の比較 

 

1.31
1.35 1.35

1.521.50
1.47

1.51

1.42

1.371.39

1.421.431.441.45
1.42
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資料：住民基本台帳及び政府統計 

※大阪府、全国の合計特殊出生率は人口動態統計による。本市の合計特殊出生率は、住民基本台帳及び

政府統計をもとに独自に算出したもの。 

※出生率算出に用いる女性人口について：豊中市は、平成26年(2014年)までは外国人住民を含む女性人

口を用いていたが、平成27年(2015年)以降は大阪府・全国の算出方法にあわせるため、外国人住民を

除く日本人の女性人口を用いている。 

 

 

★は資料編「６ 用語集」をご覧ください 
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自然動態（出生数から死亡数を減じた数）では、平成28年(2016年)以降死亡数が出生数を

上回り、人口減少の要因となっています。 

自然動態 

 

3,581 3,683 3,534 3,524 3,544
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資料：豊中市統計書 

 

社会動態（転入数から転出数を減じた数）では、平成26年(2014年)以降転入数が転出数を

上回ったまま概ね横ばいで推移しています。 

社会動態 

 

19,965 21,892 20,628 21,499 20,481
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資料：豊中市統計書 
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- 12 - 

２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

子どものいる世帯の減少に歯止めはかかりましたが、全体的に核家族化が進

んでいます。 

 

 

（２）世帯について 

世帯数の増加とともに核家族世帯数が増加し、一世帯あたりの人員は減少傾向となってい

ます。 

一般世帯数、核家族世帯数及び一世帯あたりの人員の推移 

 

158,691 160,974 166,540 170,179

102,339 105,821103,075101,537

2.45 2.37 2.282.30

0
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資料：国勢調査 

 

一般世帯に占める核家族世帯の割合は平成22年(2010年)まで減少傾向となっていますが、

平成27年(2015年)には増加に転じています。 

一般世帯に占める核家族世帯の割合 

56.2
58.4 57.9

56.3 55.9

62.361.9
63.1
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60.4
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資料：国勢調査 
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子どものいる世帯数割合の推移では、６歳未満の子どものいる世帯、18歳未満の子どもの

いる世帯ともに平成12年(2000年)から平成22年(2010年)まで減少傾向となっていますが、平

成27年(2015年)にはわずかに増加しています。また、６歳未満の子どものいる世帯及び18歳

未満の子どものいる世帯の約９割が核家族世帯となっています。 

子どものいる世帯数及び世帯割合の推移 

 

 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 

一般世帯数 158,691 100.0 160,974 100.0 166,540 100.0 170,179 100.0 

６歳未満の子どものいる世帯 17,341 10.9 16,437 10.2 16,137 9.7 16,661 9.8 

 核家族世帯 16,328 10.3 15,448 9.6 15,349 9.2 15,910 9.3 

その他の親族世帯 1,013 0.6 989 0.6 759 0.5 718 0.4 

非親族・単独世帯 0 0.0 0 0.0 29 0.0 33 0.0 

18歳未満の子どものいる世帯 40,459 25.5 38,638 24.0 38,887 23.3 39,858 23.4 

 核家族世帯 37,003 23.3 35,607 22.1 36,205 21.7 37,413 22.0 

その他の親族世帯 3,417 2.2 3,003 1.9 2,516 1.5 2,213 1.3 

非親族・単独世帯 39 0.0 28 0.0 166 0.1 232 0.1 

資料：国勢調査 

 

母子家庭、父子家庭ともに平成12年(2000年)から平成22年(2010年)まで増加傾向となって

いますが、平成27年(2015年)には減少しています。 

18歳未満の子どもがいる母子家庭、父子家庭の状況 

 

3,390

4,258

362391363343
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資料：国勢調査 

単位：＜実数＞人 ＜構成比＞％ 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

婚姻件数は増減しつつもわずかに減少傾向にあります。離婚件数は700件前後で推移して

います。 

婚姻件数と離婚件数の推移 

 

708 686 655

1,9421,9121,9552,0262,003

700652

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
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資料：豊中市統計書 
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本市の女性の労働力率は、年々増加傾向にありますが、全国平均・大阪府平

均と比較すると低くなっています。 

 

 

（３）就業の状況について 

女性の労働力率は25～29歳のピーク以降、35～39歳で底を打った後に上昇に転じるＭ字曲

線を描いています。また、25歳以上の労働力率は年々増加傾向となっています。 

年齢階級別女性の労働力率の推移 

 

13.7

64.0 66.9
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（％）

平成17年 平成22年 平成27年

 
資料：国勢調査 

 

本市の女性の労働力率は、大阪府及び全国と比較すると全体的に低い傾向となっており、

特に35～39歳で低くなっています。 

年齢階級別女性の労働力率の比較 
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資料：国勢調査(平成27年(2015年)） 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

最年少の子どもが18歳未満の世帯のうち、最年少の子どもが６歳以下の世帯では、父母の

いずれかのみ就業世帯の割合が高くなっていますが、最年少の子どもが７歳以上の世帯では、

共働き世帯の割合が高くなっています。 

最年少の子どもの年齢別父母のいずれかのみ就業世帯・共働き世帯の割合 
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資料：国勢調査(平成27年(2015年)） 
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３歳児以上では、約９割が保育所・幼稚園等を利用しています。 

 

 

（４）就学前施設の在籍状況 

保育所等を利用している児童の割合は１歳児～５歳児で約40％、幼稚園等を利用している

児童の割合は３歳児で約50％、４歳児、５歳児で約60％となっています。 

 

年齢別利用施設 

 

16.7
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資料：豊中市子育て給付課調べ（令和元年(2019年)５月１日現在） 

※保育所等…保育所、認定こども園★、小規模保育事業、事業所内保育事業、家庭保育所、待機児童解消

のための緊急一時保育利用枠へ通園している児童（その他の認可外保育施設へ通園してい

る児童は含まず） 

幼稚園等…幼稚園、認定こども園へ通園している児童 

その他……上記以外の児童。在宅、認可外保育施設、障害児通園施設等へ通園している児童 

 

★は資料編「６ 用語集」をご覧ください 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 
 

子ども自身、子育て中の保護者の意識を反映した計画となるように、策定に

向けて調査を行いました。 

 

 

平成30年(2018年)11月に実施した「豊中市子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査」か

ら、保護者（就学前児童及び小学生の保護者）の子育ち・子育てに関する意識や、子ども本

人（小学校５年生、中学２年生、高校２年生相当年齢の方）の意識や生活状況等について示

します。 

 

（１）保護者の子育ち・子育てに関する意識や状況 

①子育ての不安や負担について 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.0
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33.9
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41.7

7.3

4.9
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1.0

6.0
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今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

非常に感じる どちらかといえば感じる あまり感じない まったく感じない なんともいえない（わからない） 無回答
 

 

6.7

3.1

31.6

30.1

41.3

45.9

7.4

5.7

11.3

10.9

1.6

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

非常に感じる どちらかといえば感じる あまり感じない まったく感じない なんともいえない（わからない） 無回答
 

 

２ 子育ち・子育てに関する市民の意識 

 

■不安や負担を感じる人が増加 

○就学前児童・小学生ともに「非常に感じる」が前回調査から増加しています。 

○保護者の約 40％が子育てへの不安や負担を感じると回答しています。 

子育てへの不安や負担 
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■『日頃子どもをみてもらえる人の有無』での状況 

日頃子どもをみてもらえる人が「いずれもいない」と回答した人はみてもらえる人がいる

と回答した人に比べて、子育てに不安や負担を「非常に感じる」「どちらかといえば感じる」

と回答した割合が高くなっています。 
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非常に感じる どちらかといえば感じる あまり感じない まったく感じない なんともいえない（わからない） 無回答
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.4

34.9

24.4

22.0

19.3

16.5

15.0

4.1

3.0

5.2

15.3

1.4

43.5

19.7

16.5

16.3

34.5

11.2

9.1

2.2

4.3

4.2

15.5

1.6

0 10 20 30 40 50

子どもの教育

食事や栄養、睡眠

病気や発育・発達

子どもが言うことを聞かない

子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）

子どもと過ごす時間が十分とれない

子どもとの接し方に自信がもてない

子育てのことがよくわからない

子どもの（保育所、幼稚園、小学校などへ）不登校などの問
題

その他

悩んでいることや気になることはない

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)

 

 

 

■子どもの教育や健康への悩みが多い 

○就学前児童・小学生ともに子どもの教育に関する悩みが高くなっています。 

○就学前児童では子どもの食事や栄養、睡眠に関する悩みが高くなっています。小

学生では子どもの友だちづきあいに関する悩みが高くなっています。 

子育てに関して日頃悩んでいること（子どもに関すること） 
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45.0

40.7

37.1

28.0

20.8

20.3

17.1

8.9

5.9

5.5

4.2

3.9

3.8

3.3

2.3

2.1

1.0

0.7

7.9

11.1

3.0

24.3

44.7

15.4

25.7

18.7

13.2

14.7

10.0

4.4

4.0

3.3

4.8

1.3

2.1

1.6

2.3

0.8

0.4

5.5

15.6

2.8

0 10 20 30 40 50

仕事や趣味など自分の時間が十分とれない

子育てにかかる出費がかさむ

子育てによる身体の疲れが大きい

子どもを叱りすぎてしまう

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ない

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいない

住居が狭い

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わない

子育てについて正しい知識や情報を得られる機会、手段がな
い

自分の子育てについて、親せき、近所の人、職場など周りの見
る目が気になる

子育てに関して話し相手や相談相手がいない

保護者同士の人間関係がうまくいかない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

子どもを叩いてしまう

子育てが大変なことを親せき、近所の人、職場など周りの人
が理解してくれない

保護者自身の病気や障害によって、十分に子育てができない

子どもの世話を放棄してしまう

子どもを愛することができない

その他

悩んでいることや気になることはない

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)
 

 

■子育てにかかる出費がかさみ、特に就学前児童では時間的・体力的な負担が大きい 

○就学前児童・小学生ともに子育てにかかる出費がかさむという回答が高くなって

います。 

○就学前児童では、小学生に比べて時間的・体力的な負担が大きいという回答が高

くなっています。 

子育てに関して日頃悩んでいること（保護者に関すること） 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

②子育て環境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.6

32.6

30.9

30.4

27.4

25.1

22.7

15.4

10.0

8.0

6.3

10.4

2.0

34.1

24.2

34.8

29.0

30.9

24.4

20.6

14.0

9.1

6.1

5.1

8.7

4.7

0 10 20 30 40 50

買い物や用事などの合間の気分転換に
子どもを遊ばせる場所がない

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や
信号がない道路が多い

小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）
が少ない

歩道の段差などがベビーカーや自転車での
通行の妨げになっている

交通機関や建物がベビーカーでの移動に
配慮されていない

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮
されていない

緑や広い歩道が少ない

授乳する場所や必要な設備がない

荷物や子どもに手をとられて困っているときに
手を貸してくれる人が少ない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

その他

特にない

無回答

(%)

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

 

 

 

 

■子どもの遊び場や道路環境に関する困りごとが多い 

○子どもの遊び場や小さな子どもの食事に配慮された場所が少ないという回答が高

くなっています。 

○前回調査に比べると歩道や信号がないなど道路環境に関する回答が増加していま

す。 

○交通機関やトイレなどの子育てバリアフリー化についての回答は前回調査と同様

の約30％となっています 

子どもとの外出時に困ること 
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64.9

31.9

25.5

18.2

15.3

14.8

13.6

9.4

9.2

5.2

4.5

4.1

9.5

8.9

1.9

61.1

7.4

24.0

35.6

14.9

5.1

17.1

3.3

11.3

3.9

4.8

4.6

11.1

10.9

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70

雨の日に遊べる場所がない

公園など遊び場のトイレが、オムツ替えや親子での利用に配
慮されていない

遊具などの種類が充実していない

思い切り遊ぶための十分な広さがない

緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない

不衛生である

遊び場周辺の道路が危険である

遊具などの設備が古くて危険である

近くに遊び場がない

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

その他

特に感じることはない

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)
 

 

 

 

■雨の日や思い切り遊べる広い場所が求められている 

○就学前児童・小学生ともに、雨の日に遊べる場所がないという回答が最も高くな

っています。また、小学生では思い切り遊ぶための十分な広さがないという回答

が次いで高くなっています。 

○就学前児童ではトイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないという回 

答が高くなっています。 

地。 

地域での子どもの遊び場について日頃感じること 



 

- 24 - 

２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

③地域での子育ち・子育てについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.5

76.1

27.3

23.0

3.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)

いる いない 無回答
 

 ■『不安や負担』別での状況

54.7

65.3

74.4

78.3

70.4

66.3

74.4

81.5

75.5

72.0

44.0

30.7

23.2

20.5

26.6

33.7

25.6

18.5

24.5

28.0

4.0

2.3

1.2

3.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《就学前児童》

非常に感じる(n=159)

どちらかといえば感じる(n=766)

あまり感じない(n=943)

まったく感じない(n=166)

なんともいえない（わからない）(n=203)

《小学生》

非常に感じる(n=89)

どちらかといえば感じる(n=418)

あまり感じない(n=547)

まったく感じない(n=98)

なんともいえない（わからない）(n=150)

いる いない 無回答
 

 

 

■日常的に話をする人がいる方が、子育てへの不安や負担感が低い傾向 

○就学前児童・小学生ともに、日常的に話をする人がいるという回答が過半数とな

っており、小学生では就学前児童より高くなっています。 

○また、日常的に話をする人がいると回答した人では、子育てに不安や負担を感じ

る割合が低い傾向があります。 

日常的に話をする人の有無について 
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76.7

69.1

21.9

26.0

1.3

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

感じる 感じない 無回答
 

 

76.3

71.5

21.1

27.4

2.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

感じる 感じない 無回答
 

 

 《支えてくれている人》

72.3

66.8

35.3

8.2

7.7

2.7

1.6

1.7

0.6

68.9

71.8

38.9

8.4

5.8

3.0

1.9

2.1

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同じ世代の子どもがいる保護者

幼稚園、保育所、地域子育て支援

拠点などの職員

近所の人

民生委員・児童委員、自治会、こど

も会などの地域団体の人

地域でボランティア活動を行っている人

市役所の職員

地域活動を行っているＮＰＯなどの人

その他

無回答

(%)

今回調査
(n=1,734)
前回調査
(n=1,217)

 《支えてくれている人》

82.8

31.9

16.0

15.0

12.1

2.1

1.3

2.6

0.3

80.5

50.5

15.8

15.6

4.1

2.4

2.4

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同じ世代の子どもがいる保護

者

近所の人

民生委員・児童委員、自治

会、こども会などの地域団体

地域でボランティア活動を行っ

ている人

幼稚園、保育所、地域子育

て支援拠点などの職員

地域活動を行っているＮＰＯ

などの人

市役所の職員

その他

無回答

(%)

今回調査
(n=1,010)
前回調査
(n=461)

 

 

■地域の人に支えられていると感じる回答が増加 

○前回調査に比べて支えられていると「感じる」という回答が増加しています。 

○支えてくれている人は、同じ世代の子どもがいる保護者や保育・教育施設の職員、

近所の人が高くなっています。 

自分の子育てが地域の人に支えられているか 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.9

9.8

78.3

1.1

24.8

19.7

65.0

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

地域子育て支援拠点事業を利用している

保育所などの園庭開放を利用している

利用していない

無回答

(%)

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

 

 

27.2

13.3

21.3

16.915.5

10.6

2.6 2.4

0

10

20

30

地域子育て支援拠点事業を利用している 保育所などの園庭開放を利用している

(%)

０歳児(n=346)

１歳児(n=183)

２歳児(n=207)

３歳児以上(n=661)

 
 

 

33.5

17.0

15.7

13.3

7.3

2.4

15.0

26.3

0.6

27.6

17.8

14.9

10.6

5.8

1.9

16.7

33.7

1.1

0 10 20 30 40

時間がない

サービスの利便性（立地・開催時間・日数など）が悪く利用

しづらい

サービスの利用方法（手続きなど）や開催場所がわからない

そのようなサービスがあることを知らない

ご自身がサービスの対象者になるのかどうかわからない

サービスの質に不安がある

その他

特に理由はない

無回答

(%)

今回調査
(n=1,769)

前回調査
(n=1,145)

 

 

■地域子育て支援拠点事業の利用は０～２歳児が約６割 

○前回調査に比べて利用している割合は減少し、子どもの年齢でみると、年齢が上

がるにつれて利用割合は減少傾向で、３歳児以上で大きく減少しています。 

○利用していない理由は時間がないことが最も高くなっています。 

地域子育て支援拠点事業の利用状況 
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19.6

15.2

9.5

56.5

57.2

25.2

13.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

利用していないが、今後利用したい すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 利用希望はない 無回答
 

  

35.8

26.0
29.5

19.7
15.0

11.6
15.9

2.9

0

10

20

30

40

利用していないが、今後利用したい すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

(%)

０歳児(n=346)

１歳児(n=183)

２歳児(n=207)

３歳児以上(n=661)

 

 

83.0

43.0

39.3

25.4

22.2

11.8

11.8

3.0

3.0

1.4

81.5

42.9

35.5

26.7

23.2

15.8

14.4

4.5

1.4

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

常設の子育て親子の交流の場・遊びの場

地域の子育てに関する情報

子育てに関する相談・援助

保育所や幼稚園の入所・利用に関する相談

子育てに関する講習

地域に出向いての交流の場（出張ひろば）

様々な世代との交流の場

家庭への訪問支援

その他

無回答

(%)

今回調査(n=914)

前回調査(n=513)

 

 

■地域子育て支援拠点事業の利用希望が増加 

○前回調査に比べて今後の利用希望が高くなっており、希望の利用日数も増加して

います。 

○利用したいサービスとしては、常設の子育て親子の交流の場・遊びの場が最も高

くなっています。 

地域子育て支援拠点事業の利用希望 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.1

34.9

49.6

50.7 12.1

9.0

2.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

参加したことがある 参加したことがない わからない 無回答
 

 

16.5

30.3

6.4

3.1 66.1

76.5

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=656)

前回調査(n=327)

参加させたい 参加させたくない わからない 無回答
 

 

55.1

23.6

10.4

5.7

1.7

12.8

3.1

0 10 20 30 40 50 60

学校の授業や、家庭では体験することが難しい、様々な
体験ができること

安心して自由に遊んだり自習ができるような、日々の居場
所であること

友だちづくり

地域の大人と交流ができること

その他

特にない

無回答

(%)

小学生(n=1,323)

 
 

 

■利用は伸びているが、今後の参加希望については「わからない」が多い 

○参加したことがある人は前回調査に比べて増加していますが、今後の参加希望は

減少し、わからないという回答が高くなっています。 

○期待する活動として、様々な体験ができる機会を望む回答が高くなっています。 

地域子ども教室について 
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54.4

50.9

30.8

28.7

19.6

11.6

9.8

4.6

8.1

1.9

27.7

29.9

22.5

31.2

16.3

7.9

5.4

4.5

17.6

3.4

0 10 20 30 40 50 60

子育て中の親子が集まったり、一緒に遊べる場を増やす

子育てについて相談できる友だちや子育て経験者と知り合う
機会をつくる

子育てについて身近に相談できる場をつくる

地域ぐるみで子どもの安全や非行防止のための活動をする

子育て中の親がボランティアや、地域活動に参加しやすい仕
組みをつくる

子育て支援のボランティアを育成する

子育て家庭に地域の人が訪問したり、声かけなどを行う活動
を進める

その他

特にない

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)

 

 

 

 

■子育て世代同士が集える場所が求められている 

○就学前児童・小学生ともに、子育て中の親子が集まったり、子育てについて相談

できる場を望む回答が高く、特に就学前児童で高くなっています。 

地域で必要と思う取組みについて 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

④子育てと仕事について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《母親》

31.3

24.6 54.7

3.7

13.9

23.4 40.0

4.7 2.2

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

フルタイムで働いている パート・アルバイトなどで働いている
以前は働いていたが、今は働いていない これまで働いたことがない

無回答
 

 《父親》

94.4

93.3 1.2
0.6

0.5

0.4

0.1
4.7

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

フルタイムで働いている パート・アルバイトなどで働いている
以前は働いていたが、今は働いていない これまで働いたことがない

無回答
 

 

 《母親》

22.1

15.8 36.9

5.5

31.9

46.8 24.4

13.3 2.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

フルタイムで働いている パート・アルバイトなどで働いている
以前は働いていたが、今は働いていない これまで働いたことがない

無回答
 

 《父親》

89.9

90.5 0.8
0.5

0.5

0.7

0.2
8.1

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

フルタイムで働いている パート・アルバイトなどで働いている
以前は働いていたが、今は働いていない これまで働いたことがない

無回答
 

 

■フルタイム、パート・アルバイトともに働く母親が増加 

○就学前児童・小学生ともに、就労している母親が前回調査に比べて高くなってい

ます。小学生ではフルタイムとパート・アルバイトをあわせると約７割の母親が

就労しています。 

父母の就労状況について 
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 《就労日数》

1.9

3.6

8.7

11.6

62.3

7.0

4.8

0.0

0.0

0.5

0.6

69.8

26.7

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

(%)

母親(n=1,237)

父親(n=2,145)

 

 《就労時間》

0.8

3.5

9.8

7.5

13.0

17.9

33.3

5.8

2.4

0.0

0.2

0.0

0.1

0.2

5.5

0.1

0.0

0.1

0.1

0.3

1.5

27.5

14.3

22.3

6.7

12.3

3.3

2.0

2.8

6.6

0 10 20 30 40 50

３時間未満

３時間以上～４時間未満

４時間以上～５時間未満

５時間以上～６時間未満

６時間以上～７時間未満

７時間以上～８時間未満

８時間以上～９時間未満

９時間以上～10時間未満

10時間以上～11時間未満

11時間以上～12時間未満

12時間以上～13時間未満

13時間以上～14時間未満

14時間以上～15時間未満

15時間以上

無回答

(%)

母親(n=1,237)

父親(n=2,145)

 
 

 
 

 《就労日数》

1.1

4.5

15.9

22.4

43.1

6.0

6.9

0.0

0.2

0.2

0.6

69.0

27.0

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

(%)

母親(n=911)

父親(n=1,196)

 

 《就労時間》

1.3

3.1

13.8

20.1

15.1

10.9

20.9

4.8

1.9

0.2

0.7

0.0

0.0

0.2

7.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

2.2

25.4

13.8

22.8

6.8

11.0

3.7

2.4

2.7

9.1

0 10 20 30 40 50

３時間未満

３時間以上～４時間未満

４時間以上～５時間未満

５時間以上～６時間未満

６時間以上～７時間未満

７時間以上～８時間未満

８時間以上～９時間未満

９時間以上～10時間未満

10時間以上～11時間未満

11時間以上～12時間未満

12時間以上～13時間未満

13時間以上～14時間未満

14時間以上～15時間未満

15時間以上

無回答

(%)

母親(n=911)

父親(n=1,196)

 

 

■父母ともに週５日勤務が多く、就労時間は８時間前後 

○就学前児童では週５日勤務が父母ともに最も高くなっています。また、父親では

週６日以上も26.7％と高く、土曜日や日曜日にも勤務していることがうかがえま

す。 

○就労時間では父母ともに８時間以上９時間未満が最も高く、母親では４時間以上

８時間未満が高くなっています。 

父母の就労時間、就労日数 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 《母親》

20.8

21.4

35.5

38.7

17.1

22.3 9.2

14.7 3.1

3.9

8.8

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

十分だと思う まあまあ十分だと思う あまり十分だと思わない 不十分だと思う わからない 無回答
 

 《父親》

31.7

37.5

25.8

27.2

4.9

3.6
0.7

2.2
10.6

10.1

24.8

20.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

十分だと思う まあまあ十分だと思う あまり十分だと思わない 不十分だと思う わからない 無回答
 

 

 《母親》

17.7

17.5

33.3

37.4

17.2

20.8 8.8

13.6 5.1

7.3

13.1

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

十分だと思う まあまあ十分だと思う あまり十分だと思わない 不十分だと思う わからない 無回答
 

 《父親》

26.1

30.5

26.8

28.1

4.1

2.5
0.5

2.1
12.2

14.7

28.7

23.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

十分だと思う まあまあ十分だと思う あまり十分だと思わない 不十分だと思う わからない 無回答
 

 

 

■配偶者・パートナーとの家事、育児分担が不十分と感じる母親が増加 

○就学前児童・小学生ともに、前回調査に比べて家事や育児の分担について不十分

だと思うという回答が高くなっています。 

家事、育児分担への満足度について 
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50.5

38.0

33.6

31.3

17.3

16.5

15.2

14.9

14.6

2.8

2.0

2.7

21.8

45.9

43.5

27.4

27.0

19.5

10.7

15.3

10.9

10.4

3.5

4.9

5.6

10.4

0 10 20 30 40 50 60

子どもやご自身が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてく
れる人がいない

（体力的、精神的、時間的に）自分に余裕がない

子どもと接する時間が少ない

残業や出張が入る

配偶者・パートナーの協力が得られない

職場の理解や協力が得られない

職場に子育てを支援する制度がない（育児休業、子どもの看
護休暇、短時間勤務など）

子どもを預かってくれる保育所などがみつからない

仕事の時間が十分とれない

子どもの祖父母などの理解が得られない

子どものほかに子どもの祖父母などの介護をしなければならな
い

その他

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)

 

 

 

■緊急時の預け先や保護者の休息のための機会が必要 

○就学前児童・小学生ともに、子どもの急な預け先がない、保護者自身の余裕がな

いという回答が高くなっています。 

○就学前児童では、子どもと接する時間が少ない、残業や出張が入る、仕事の時間

が十分にとれないという回答が高くなっています。 

仕事と子育てを両立させる上での課題について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

⑤子育ち・子育てに関する支援や対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.8

17.0

15.3

9.7

7.9

3.8

2.6

1.9

1.2

0.7

0.4

0.2

0.1

1.9

23.6

1.0

28.1

35.1

24.0

21.1

33.2

8.4

3.1

1.7

3.0

1.8

5.6

2.8

1.2

0.8

4.5

3.1

0 10 20 30 40

幼稚園（通常の就園時間だけ利用）

認定こども園（保育所として利用）

認可保育所

認定こども園（幼稚園として利用）

幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に加え、
時間を延長して利用）

保育所等の一時保育（週３日以内の利用）

児童発達支援事業所・センター

その他の認可外の保育施設

小規模保育施設

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

家庭保育所

その他

定期的に利用している施設やサービスはない

無回答

(%)

利用状況(n=2,260)

利用希望(n=2,260)

 

 

 

 

■幼稚園を利用している割合が高く、幼稚園の預かり保育の利用希望が高い 

○現在の利用状況では幼稚園（通常の就園時間だけ利用）や認定こども園★、認可

保育所の利用が高くなっていますが、今後の利用希望では、認定こども園（保育

所として利用）や幼稚園とあわせて幼稚園の預かり保育の利用希望が高くなって

います。 

施。 

施設やサービスの利用状況及び利用希望について 

★は資料編「６ 用語集」をご覧ください 
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5.6

9.2

18.7

16.0

44.6

41.5

24.6

24.5

4.1

4.3

2.3

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=2,260)

前回調査(n=1,761)

１点（満足度が低い） ２点（やや低い） ３点（普通・どちらでもない） ４点（やや高い） ５点（満足度が高い） 無回答
 

 

 

6.7

10.1

19.3

20.6

45.9

41.7

21.4

21.1

2.1

4.8

4.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,323)

前回調査(n=645)

１点（満足度が低い） ２点（やや低い） ３点（普通・どちらでもない） ４点（やや高い） ５点（満足度が高い） 無回答
 

 

■満足度は「普通・どちらでもない」が約半数となっている 

○前回調査に比べて、就学前児童では１点（満足度が低い）が減少し、２点（やや

低い）、３点（普通・どちらでもない）が増加しています。また、小学生では１点

と５点（満足度が高い）が減少し、３点が増加しています。 

子育て環境や子育て支援への満足度について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.1

44.3

39.4

37.7

36.6

36.2

23.4

15.9

13.0

11.9

11.3

10.8

8.5

7.5

6.2

1.8

2.4

26.6

36.5

47.9

46.9

20.1

33.5

18.1

10.1

13.4

15.4

13.2

9.6

6.7

9.6

3.7

2.3

0 10 20 30 40 50 60

保育所、放課後こどもクラブ(学童保育)などの働きながら子どもを預け

られる施設を充実する

小児救急など安心して利用できる医療体制を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペー

スづくりや、歩道などの段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り

組む※

気軽にスポーツなどを楽しめる場をつくる※

幼稚園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなど

の預かり保育など）を充実する※

子どもの安全を確保する対策を充実する

親子が安心して集まれる場を充実する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の園庭開放などを充実する

英会話やパソコンなど役に立つ講座を充実する※

子育てに関する情報発信を充実する

子育てに困ったときの相談窓口を充実する

親子教室、子育て講座など子育てについて学べる機会を充実する※

子どもや親同士の交流・子育てサークル活動への支援を充実する

誰でも気軽に利用できるＮＰＯや民営などによる保育サービスの支援を

行う

障害児、外国籍の子どもたちも、ともに交流できる場を充実する

公営住宅の優先入居・広い部屋の割り当てなど、住宅面での配慮・

支援に取り組む

その他

特にない

無回答

(%)

就学前児童(n=2,260)

小学生(n=1,323)

 

 

■保育サービスや子育てのバリアフリー化、小児医療体制の整備など多岐にわたる支

援策の充実が求められている 

○就学前児童では働きながら子どもを預けられる施設やサービスに関する回答や小

児医療体制の整備、子育てのバリアフリー化などが高くなっています。 

○就学前児童・小学生ともに、小児医療体制の整備や子どもの安全確保、遊び場の

確保などが高くなっています。 

充実してほしい子育て支援策について 

※ それぞれ就学前児童、小学生のみの設問 
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（２）子ども自身の意識や状況 

①日常生活について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95.3

92.0

85.1

5.6

7.9 5.3

2.5

2.4

1.8

1.8

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)

高校２年生相当年齢(n=228)

ほぼ毎日食べる ときどき食べる ほとんど食べない 無回答
 

 

4.2

0.5

0.4

29.0 43.3

21.5

18.5

42.0

18.9

4.0

51.8 21.5 1.3

1.3

2.2

4.8

27.8

0.7

6.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)

高校２年生相当年齢(n=228)

10時間以上 ９時間以上、10時間より少ない ８時間以上、９時間より少ない
７時間以上、８時間より少ない ６時間以上、７時間より少ない ６時間より少ない

無回答
 

 

 

 

■年齢が上がるにつれ、朝食の欠食が増加し、睡眠時間が減少 

○朝食については、小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で

ほぼ毎日食べるという回答が約90％となっていますが、年齢が上がるにつれてと

きどき食べるやほとんど食べないという回答が高くなっています。 

○睡眠時間については、中学２年生は小学５年生に比べて大きく減少し、８時間未

満が75.9％となっています。また、高校２年生相当年齢では７時間未満が73.3％

となっています。 

朝。 

朝食や睡眠時間について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90.0

41.5

40.0

27.7

10.9

4.7

3.3

1.6

0.9

0.4

0.0

2.0

1.3

90.7

6.3

41.7

10.5

35.9

7.3

3.7

1.2

1.2

1.7

0.7

3.4

0.2

85.1

1.3

21.9

3.1

36.8

2.6

0.4

3.1

3.9

4.8

3.1

4.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自分の家

近所の公園など

学習塾や習いごとの教室

友だちの家

学校

学校以外のグラウンドや体育館など

祖父母・親せきの家

図書館などの公共施設

スーパーやコンビニエンスストアなどのお店

ファーストフードなどの飲食店

ゲームセンターやカラオケ

その他

無回答

(%)

小学５年生(n=448)
中学２年生(n=410)
高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

■子どもの多くが学習塾や習いごとの教室、学校で過ごしている 

○自宅を除くと、小学５年生では公園、学習塾や習いごとの教室、友だちの家が高

くなっています。また、中学２年生・高校２年生相当年齢では、学習塾や習いご

との教室、学校が高くなっています。 

放課後に過ごす場所について 
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84.2

72.8

35.0

28.6

28.3

17.6

3.8

1.3

1.3

79.0

49.5

52.9

37.8

12.7

5.4

4.4

2.0

0.7

78.9

43.0

47.4

40.8

1.3

0.9

5.7

2.2

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

友だちと一緒に過ごしているとき

家族と一緒に過ごしているとき

学校生活やクラブ活動に参加しているとき

ひとりで過ごしているとき

学習塾や習いごとで過ごしているとき

住んでいる地域の行事に参加しているとき 

仕事をしているとき

その他

特に楽しいと思うときはない

無回答

(%)

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)

高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

 

■年齢とともにひとりで過ごすことを好む傾向 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で友だちと一緒に過

ごしているときという回答が最も高くなっています。 

○小学５年生では家族と一緒に過ごすときが次いで高くなっています。 

○年齢が上がるにつれてひとりで過ごしているときが高くなる傾向がみられます。 

毎日の生活で楽しいと思うとき 



 

- 40 - 

２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

②日頃の活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.0

39.1

33.7

25.9

24.6

13.6

12.3

10.9

9.8

4.5

15.4

0.9

32.2

11.5

20.5

12.4

22.4

5.9

21.0

13.4

9.8

12.2

22.9

1.5

0 10 20 30 40 50

雨の日に自由に遊べる体育館

遊具がたくさんある公園 

自然がたくさんあるところ

いろんな本を自由に読むことができるところ

野球やサッカーなど球技ができる公園

気軽に悩みを話したり、相談できるところ 

自習ができるところ

勉強を教えてくれるところ 

英会話や音楽など勉強以外のことを学べるところ

その他

特にない

無回答

(%)

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)
 

 

40.8

39.9

33.3

29.4

22.8

17.5

16.2

15.8

9.2

6.6

4.4

9.6

1.8

0 10 20 30 40 50

自習ができるところ

自由に使えるところ

気軽にスポーツを楽しめるところ

自由に遊べるところ

自然がたくさんあるところ

いろんな本を自由に読むことができるところ

勉強を教えてくれるところ

英会話や音楽など勉強以外のことを学べるところ

仲間づくりのためのサークルやクラブがあるところ

気軽に悩みを話したり、相談できるところ

その他

特にない

無回答

(%)

高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

■すべての年齢で身体を動かせる場所が求められているほか、年齢が上がるにつれて

自習ができる場所の希望が高くなっている 

○小学５年生では雨の日に自由に遊べる体育館や遊具がたくさんある公園など、運

動できる環境についての回答が高くなっています。 

○年齢が上がるにつれて自習ができる場所についての回答が高くなり、高校２年生

で最も高くなっています。 

放課後や休日に時間を過ごすのにあればよいと思う場所 
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58.5

37.5

29.9

28.1

19.4

17.6

15.6

12.5

9.6

2.7

15.4

1.3

73.7

41.6

40.1

46.7

29.2

37.2

13.1

21.9

20.4

0.9

5.1

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

スポーツ活動

芸術・文化に関する活動（音楽、美術、書道、演劇、ダンスな

ど）
集団での共同生活（キャンプなどグループで１泊以上一緒に生活

すること）

自然体験（山や森、川や海など自然の中でできる体験）

科学技術に関する活動（科学の実験や見学など）

異なる年齢・世代・地域の子どもとの交流

ボランティア活動

国際交流に関する活動（外国の人と交流したり、外国の文化を

学んだりすること）

地域の大人との交流

その他

特にない 

無回答

(%)

今回調査(n=448)

前回調査(n=137)

 

 

66.8

41.0

30.2

25.4

23.4

17.3

12.4

11.2

11.0

0.5

12.7

0.7

77.6

50.4

50.4

35.2

36.8

41.6

20.8

21.6

15.2

0.8

2.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

スポーツ活動

芸術・文化に関する活動（音楽、美術、書道、演劇、ダンスな

ど）
集団での共同生活（キャンプなどグループで１泊以上一緒に生

活すること）

ボランティア活動

自然体験（山や森、川や海など自然の中でできる体験）

異なる年齢・世代・地域の子どもとの交流

科学技術に関する活動（科学の実験や見学など）

国際交流に関する活動（外国の人と交流したり、外国の文化を

学んだりすること）

地域の大人との交流

その他

特にない 

無回答

(%)

今回調査(n=410)

前回調査(n=125)

 

 

■どの年齢も体験したことのある活動としてスポーツが最も割合が高いが、全体的に 

前回調査と比べ活動体験割合が減少 

○小学５年生・中学２年生ともにスポーツ活動が最も高くなっています。 

○中学２年生は小学５年生に比べてボランティア活動が高くなっています。 

○前回調査と比べて、概ねすべての活動の割合が低下しています。 

学校の授業や行事以外で体験したことのある活動 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《高校２年生相当年齢(n=228)》

75.9

67.5

64.5

59.2

53.9

48.7

43.9

39.5

39.5

34.2

32.9

18.4

0.9

1.8

5.3

64.0

50.0

51.3

50.9

36.0

39.9

39.0

27.6

26.3

20.6

21.1

12.3

0.9

0.4

8.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

スポーツ活動

職業体験（商店や企業などで実際の職業を体験すること）

集団での共同生活（キャンプなどグループで１泊以上一緒に生
活すること）

芸術・文化に関する活動（音楽、美術、書道、演劇、ダンスな
ど）

自然体験（山や森、川や海など自然の中でできる体験）

企画・運営活動（学校や地域の行事・クラブなどの運営に参加
すること）

国際交流に関する活動（外国の人と交流したり、外国の文化
を学んだりすること）

ボランティア活動

乳幼児との交流

科学技術に関する活動（科学の実験や見学など）

高齢者との交流

地域の大人との交流

その他

特にない

無回答

(%)

これまでに体験したことのある活動

プラスになったと感じる活動

 

 

 

■スポーツ活動や職業体験、集団での共同生活の体験がプラスになったと感じている 

○体験したことのある活動としては、スポーツ活動という回答が最も高く、次いで

職業体験、集団での共同生活となっています。 

○すべての項目において、体験した人の半数以上がプラスになったと感じています。

特に、国際交流に関する活動は体験した人のうちプラスになったと感じる割合が

高くなっています。 

自分の行動や考え方にプラスなったと感じる活動 
になったと感じる活動 
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③自分の思いや考えについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

小学５年生 中学２年生 高校２年生相当 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

自
己
肯
定
感 

自分のことが好きだ 60.1 27.9 11.4 54.6 32.0 12.9 47.4 34.6 14.5 

自分は人から必要とされて
いる 

57.6 32.4 9.2 53.7 37.6 8.3 46.0 37.3 13.1 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

自分の考えや意見を人前で
話すことができる 

67.0 13.6 17.8 65.6 18.3 15.6 60.1 17.5 18.4 

自分の意見と違ってもわか
り合おうとしている 

77.4 15.8 5.8 72.5 19.3 7.6 71.5 16.7 7.4 

自
己
効
力
感 

困ったときでもあきらめず
にがんばることができる 

76.8 15.2 7.4 68.8 21.0 9.8 65.4 18.4 12.7 

自分が必要とする情報を集
め、うまくまとめることが
できる 

55.4 24.1 19.4 57.0 25.6 16.8 55.2 26.3 14.4 

失敗を恐れず挑戦すること
ができる 

61.4 21.0 16.8 55.1 28.3 15.8 49.2 25.4 21.5 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢が上がるとともに自己肯定感、自己効力感が低下 

○年齢が上がるにつれ、自己肯定感・自己効力感に関する項目についてあてはまる

という回答が減少する傾向がみられます。 

○コミュニケーション力については、年齢による差はあまりみられません。 

自分にあてはまること 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

④情報メディアの利用とコミュニケーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5

12.3

12.7

5.8

8.8

6.2

21.2

8.8

25.6

8.8

23.7

16.0

27.2

27.7

25.6

25.6

21.9

16.0

19.4

14.1

29.6

12.7

27.2 21.0

1.5

14.4

6.4

15.8

16.8

20.2

35.8 20.4

2.6

20.8

1.5

5.1
2.7

1.2

0.9

1.2

1.1

0.7

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=448)

前回調査(n=137)

今回調査(n=410)

前回調査(n=125)

今回調査(n=228)

前回調査(n=81)

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない
１時間より少ない まったくしない
パソコンやスマートフォン、タブレット、ゲーム機を持っていない 無回答

 

 

 

■すべての年齢でゲームや動画を見る時間が長時間化 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で前回調査に比べて、

１時間より少ないという回答が大きく減少し、２時間以上４時間未満の回答が大

きく増加しています。 

○すべての年齢で約50％が１日２時間以上ゲームや動画を視聴していると回答して

います。 

１日のゲームや動画視聴の状況について 
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13.6

6.4

6.2

8.0

9.6

8.8

8.6

18.8

10.4

23.2

18.5

23.9

45.9

35.2

50.4

40.7 12.3

0.4

2.7

5.6

5.7

1.1

3.7

5.3

0.2

0.7

2.2

1.5
10.9 85.4

3.9

32.8

12.0

44.2 27.5

9.0

0.9

0.4

1.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=448)

前回調査(n=137)

今回調査(n=410)

前回調査(n=125)

今回調査(n=228)

前回調査(n=81)

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない
２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない
１時間より少ない まったくしない

パソコンやスマートフォン、タブレットを持っていない 無回答
 

 

 

58.8

55.3

53.1

43.9

25.0

21.1

7.9

1.3

0.4

1.3

0 10 20 30 40 50 60

パソコンやスマートフォンなどを使って検索したり、質問や相談を
する

友だちや知人に教えてもらう

家族や学校の先生など身近な大人に教えてもらう

LINE、twitter、Facebook、Instagramなどをみる

テレビを見たり、ラジオを聞く

本や雑誌、新聞などを読む

学校からの配布物を読む

駅や公共施設などに置いてある広報紙やパンフレット、チラシな
どを読む

その他

無回答

(%)

高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

■ＳＮＳによるコミュニケーションが一般的に 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で前回調査に比べて、

まったくしないという回答が大きく減少しています。また、中学２年生・高校２

年生相当年齢では３時間以上の利用が減少する一方、まったくしないも減少し、

２時間未満での利用が大きく増加しています。 

○役立つ情報の入手先については、身近な人の他、インターネットやＳＮＳに関す

る回答が高くなっています。 

１日のメールやＳＮＳ★によるコミュニケーションの状況について 

 

★は資料編「６ 用語集」をご覧ください 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

⑤不安や悩み、将来について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.3

35.0

23.7

20.1

17.6

16.3

10.7

10.0

9.4

6.7

3.6

2.7

1.3

2.0

29.2

1.3

33.4

64.6

30.2

26.3

19.3

11.7

14.6

13.9

9.5

5.1

5.6

1.2

2.4

2.0

18.3

1.0

0 20 40 60 80

自分の性格やくせについて

自分の勉強や進路について 

自分の顔や体型について

友だちのことについて

自分の健康について

家族の健康について

学校の先生について

恋愛について

自分を理解して

もらえないことについて

いじめについて

家計について

家族からの暴力について

性のことについて

その他

特にない

無回答

(%)

小学５年生(n=448)
中学２年生(n=410)

 

 

 

■年齢が上がるにつれて勉強や進路の悩みが増え、また、自身のことへの悩みが多い 

○小学５年生では自分の性格やくせについてが最も高くなっていますが、中学２年

生では勉強や進路についてという回答が高くなり、高校２年生相当年齢ではさら

に増加しています。 

○中学２年生では自分の顔や体型、友だちのこと、学校の先生についてなどが小学

生と比べて高くなっています。 

不安や悩み、困っていることについて 

 

78.9

36.4

36.4

24.1

21.1

15.4

11.8

11.8

7.9

7.0

3.9

2.2

1.3

1.8

11.4

1.8

0 20 40 60 80

勉強や進路、仕事について

自分の顔や体型について

自分の性格やくせについて

友だちのことについて

自分の健康について

恋愛について

家族の健康について

自分を理解してもらえないこと

について

家計について

先生や上司について

性のことについて

いじめについて

家族からの暴力について

その他

特にない

無回答

(%)

高校２年生相当
年齢(n=228)
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66.7

42.9

25.2

20.5

17.2

14.1

8.9

2.9

1.6

0.7

6.3

2.5

2.5

53.4

54.6

34.9

18.3

13.9

24.1

4.1

3.7

10.5

0.5

5.1

2.9

2.4

49.6

50.4

37.3

14.5

13.6

15.8

2.6

5.3

28.1

2.6

2.2

4.4

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

親に話した

友だちに話した

自分で解決した

先生（や上司）に話した

きょうだいに話した

人に話すほどの内容ではなかった

祖父母や親せきに話した

話したかったが、話せる人や場所がなかった

インターネットで調べたり、相談したりした

学校の専門の相談員や市の相談窓口に相談した（電話を
含む）

悩んだり、困ったと感じたことがない

その他

無回答

(%)

小学５年生(n=448)
中学２年生(n=410)
高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

 

■年齢が上がるにつれて相談先が親から友人へ変わる傾向 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で親に話したという

回答が高くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少し、友だちに話したり自

分で解決したという回答が増加しています。 

○高校２年生相当年齢ではインターネットで調べたり、相談したという回答が多く

なっています。 

不安や悩み、困ったときの対応について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.3

28.8

12.1

10.0

7.1

3.1

12.5

11.6

38.0

24.6

18.3

5.9

8.3

16.8

8.3

8.0

39.5

24.1

18.4

8.8

7.5

17.5

7.5

6.6

0 10 20 30 40 50

学校の先生や専門的に相談にのってくれる人

年齢が近かったり、同じような悩みを持った人が集まるところ

学習塾や習いごとの先生やクラブ活動・部活のコーチなど

市役所や家の近くの施設で相談できる場所

電話で相談にのってもらう

インターネットで相談にのってもらう

その他

無回答

(%)

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)
高校２年生相当年齢(n=228)

 

 

■専門性や共感を得られる相談先を選ぶ傾向 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で学校の先生や専門

的に相談にのってくれる人が最も高くなっています。 

○中学２年生・高校２年生相当年齢では小学５年生に比べてインターネットで相談

にのってもらうという回答が大きく増加しています。 

身近な人に話ができない場合の相談先について 
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50.7

55.4

43.0 51.8 4.8
0.4

1.0

1.3

41.2

45.1 2.9

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学５年生(n=448)

中学２年生(n=410)

高校２年生相当年齢(n=228)

相談したことがある 相談したことはないが、知っている 知らない 無回答
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《高校２年生相当年齢(n=228)》

11.0

39.0

33.8

36.8

28.1

54.4

11.8

32.0

50.0

0.9

0.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事

家庭

自分自身

１番目 ２番目 ３番目 無回答
 

 

■約５割の子どもに周知されている 

○小学５年生・中学２年生・高校２年生相当年齢すべての年齢で相談経験があると

いう回答は約１％となっています。 

○小学５年生・中学２年生の半数以上が「豊中市こども総合相談窓口」について知

っていると回答しています。 

豊中市こども総合相談窓口について 

 

■家庭と自分自身を重視する傾向 

○「仕事」、「家庭」、「自分自身（学習・趣味・付き合い等）」について、将来大切に

したい順番では、家庭や自分自身が１番目という回答が多くなっています。 

将来大切にしたいと思う順番について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 
 

児童扶養手当を受給するひとり親家庭をめぐる様々な状況を把握するため

の調査を行いました。 

 

 

令和元年(2019年)８月に児童扶養手当受給者を対象として実施した「ひとり親家庭の自立

促進のための計画策定に向けたアンケート調査」から、ひとり親家庭等の意識や状況等につ

いて示します。 

 

（１）就労について 

 

 

 

 

 

 

◆母子家庭の母の就労状況 

 

30.9

9.3

12.3

9.9

12.1

43.3 34.3

42.2

0.5

1.5

2.0

1.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,018)

前回調査(n=1,458)

働いている（正規） 働いている（非正規） 働いている(その他）

副業をしている 働いているが、今は休んでいる
（育児休業、介護、病気等）

働いていない

無回答
 

◆父子家庭の父の就労状況 

 

44.7

9.7

21.1

16.1

13.2

61.3 12.9

15.8
2.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=31)

前回調査(n=38)

働いている（正規） 働いている（非正規） 働いている(その他）

働いているが、今は休んでいる
（育児休業、介護、病気等）

働いていない 無回答

 

 

■正規雇用の割合が増加 

○平成26年度(2014年度)に実施した前回調査と比較すると、母子・父子家庭ともに

正規職の割合が高まり、非正規職の割合が低下しています。 

就労状況 

 

３ ひとり親家庭等の自立に関する意識 
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◆転職の希望の有無 

 

3.8

49.0

61.5

8.5 40.7

34.6 0.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭の母(n=890)

父子家庭の父(n=26)

転職したい 条件の良い仕事があれば転職したい 現在の仕事を続けたい 無回答
 

※働いている人に限定 

◆転職を希望する理由 

 

18.9

18.3

14.6

10.5

9.6

8.4

6.4

12.6

2.5

30.0

20.0

40.0

10.0

30.0

30.0

40.0

0.0

0.0

0.0

10.5

5.5

61.0

10.0

70.0

0 10 20 30 40 50 60 70

収入がよくない

仕事がきつい

身分が安定しない

労働時間があわない

勤務先が自宅から遠い

社会保険がない又は不十分

休みが少ない

経験や能力が発揮できない

仕事の内容がよくない

職場環境になじめない

その他

無回答

(%)

母子家庭の母(n=438)

父子家庭の父(n=10)

 

 

■転職を希望する理由は「収入がよくない」からが最も高い 

○母子家庭の母の49.2％、父子家庭の父の38.4％が現在の仕事からの転職を希望し

ています。 

○母子家庭の母について転職を希望する理由をみると、収入がよくないという回答

が61.0％となっています。 

転職の希望 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成30年度(2018年度)の年間就労総収入（税込） 

 
34.2

28.1

9.9

3.6

26.9

30.8

15.4

3.8
6.1

18.2

11.511.5

0

10

20

30

100万円
未満

100万円～
200万円

200万円～
300万円

300万円～
400万円

400万円
以上

無回答

(%)
母子家庭の母(n=890)

父子家庭の父(n=26)

 
※働いている人に限定 

 

◆就労等に関して希望する施策 

 

21.3

18.4

12.8

10.6

4.1

39.8

12.9

9.7

3.2

12.9

3.2

61.3

12.3

26.5

6.5

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70

講習会授業料の補助

病（後）児保育の充実

保育所優先入所の推進、延長・休日・一時保育の拡充

夜間（深夜）保育など働きやすい保育の実施

支援講習会等の拡充

身近な場所での相談の充実

その他

無回答

(%)

母子家庭の母(n=1,018)

父子家庭の父(n=31)

 

 

■母子家庭の就労収入が低い傾向 

○就労収入については、父子家庭が300～400万円の割合が最も高いのに対して、母

子家庭では100～200万円の割合が最も高くなっています。 

○就労等に関して希望する施策としては、講習会授業料の補助、病（後）児保育の

充実、保育所優先入所の推進、延長・休日・一時保育の拡充の回答が高くなって

います。 

 

就労収入と希望する支援策 



 

- 53 - 

（２）養育費について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆養育費の取決めの有無 

 

12.2 13.5 52.8

90.0

4.1

3.3

13.7

1.5

3.3

2.2

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭の母(n=1,001)

父子家庭の父(n=30)

ある（調停） ある（審判） ある（公正証書） ある（離婚協議書） ある（口約束） ない 無回答
 

※ひとり親家庭となった理由が死別または無回答の人を除く 

 

◆養育費の取決めがない理由 

 

22.3

18.5

6.4

40.7

29.3

29.6

27.8

3.7

12.3

1.9

0.0
7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭の母(n=529)

父子家庭の父(n=27)

相手と関わりたくなかった 相手に支払う能力がないと思った
相手に支払う意思がないと思った 取決めの交渉をしたが、まとまらなかった
知らなかった 無回答

 

 

 

 

■半数以上が養育費の取決めがない 

○養育費の取決めが「口約束」または「ない」という回答は、母子家庭で66.3％と

なっています。 

○養育費の取決めがない理由では、相手と関わりたくなかった、相手に支払う能力・

意思がないと思ったという回答が高くなっています。 

養育費の取決めの有無 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆養育費の受け取り状況 

 

66.6

90.0

23.8

3.3

2.6

1.0

6.7

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭の母(n=1,001)

父子家庭の父(n=30)

受け取っている 時々受け取っている 受け取っていない その他 無回答
 

※ひとり親家庭となった理由が死別または無回答の人を除く 

 

◆養育費の取決めの有無と受け取り状況（母子家庭の母） 

 

44.0 12.0

17.6

32.3

40.0

45.5

1.6

2.1

0.8

43.4

59.1

55.6

70.6

0.8

6.3

3.9

5.9

2.1
37.5

91.9

1.4

0.5

2.8

4.0

5.9

3.1

5.9

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある（調停）

ある（審判）

ある（公正証書）

ある（離婚協議書）

ある（口約束）

ない

受け取っている 時々受け取っている 受け取っていない その他 無回答
 

 

■半数以上が養育費を受け取っていない 

○養育費を受け取っていないという回答は、母子家庭の母が66.6％、父子家庭の父

が90.0％となっています。 

○母子家庭の母について、養育費の取決めの有無と受け取り状況の関係をみると、

審判や公正証書、調停で取決めを行っている人で50％以上が養育費を受け取って

います。 

養育費を受け取っているか 
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（３）悩みごとと相談相手について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆回答者自身についての悩みごと 

 

30.0

23.5

21.9

11.4

8.3

5.4

7.0

9.7

6.5

25.8

12.9

19.4

29.0

6.5

3.9

55.7

14.2

17.3

22.6

19.4

3.2

3.2

0 10 20 30 40 50 60

家計

仕事

健康

住居

家事

親族の介護・健康

周囲の見方や偏見

医療費が高い

その他

特に悩みはない

無回答

(%)

母子家庭の母(n=1,018)

父子家庭の父(n=31)

 

◆子どもについての悩みごと 

 

36.7

21.9

16.2

5.9

4.8

3.6

5.9

5.5

22.6

12.9

3.2

3.2

3.2

6.5

0.0

35.5

3.2

9.8

17.0

52.8

29.0

35.5

0 10 20 30 40 50 60

教育・進学

教育費が高い

しつけ

食事・栄養

健康

不登校・引きこもり

就職

非行・問題行動

その他

特に悩みはない

無回答

(%)

母子家庭の母(n=1,018)

父子家庭の父(n=31)

 

 

■母子・父子家庭に共通する悩みごとは子どもの教育・進学と教育費で、母子家庭は

家計や仕事、父子家庭は特に悩みはないという回答が高くなっている 

○母子家庭では、家計や仕事、子どもの教育・進学、教育費が高いことについての

回答が高くなっています。 

○父子家庭では、特に悩みはないという回答が最も高く、また、母子家庭に比べて

家事、周囲の見方や偏見の回答が高くなっています。 

日頃の悩みごと 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆悩みごとがある際の相談相手 

 

53.4

20.7

16.5

2.2

1.5

1.1

0.4

2.9

7.4

6.7

6.7

25.8

16.1

0.0

0.0

0.0

3.2

0.0

0.0

3.2

16.1

22.6

6.5

2.5

0.3

55.1

29.0

29.0

0 10 20 30 40 50 60

自分の親、兄弟姉妹などの親せき

友人・知人、育児仲間

職場の人

保育所・幼稚園・学校の先生など

インターネット・SNSの書き込みなど

近所の人

市役所（母子父子自立支援員等）

市立母子父子福祉センター

母子父子福祉団体

民生・児童委員・校区福祉委員

その他

相談相手がいない・相談していない

相談したいことはない

無回答

(%)

母子家庭の母(n=1,018)

父子家庭の父(n=31)

 

◆誰にも相談していない理由（母子家庭の母） 

 

34.1

19.3

19.3

13.6

10.2

8.0

5.7

4.5

19.3

9.1

39.8

0 10 20 30 40

相談してもわかってもらえない

自分自身で解決すべきだと思った

どこに相談すればいいかわからない

近くに知り合いがいない

他の人に知られたくなかった

相談すると、ご自身が責められると思った

何を相談すればよいかわからない

相談するほどのことでもなかった

育児書・育児雑誌・インターネットで調べることができる

その他

無回答

(%)

母子家庭の母(n=75)

 

 

■相談相手は親戚、友人、職場の人、先生の順 

○母子家庭では、親せき、友人・知人の回答が50％以上で、次いで職場の人、先生

の順となっています。また、父子家庭では、相談相手がいないという人が16.1％

となっています。 

○母子家庭のうち誰にも相談していない人の理由では、相談してもわかってもらえ

ない、自分自身で解決すべきだと思ったという回答が高くなっています。 

悩みごとの相談相手 
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（４）希望する支援策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.4

30.3

17.1

16.4

15.7

13.9

13.0

9.6

8.2

7.9

6.2

6.0

2.1

0.9

1.7

16.1

6.5

3.2

9.7

19.4

9.7

3.2

3.2

3.2

0.0

6.5

3.2

9.7

9.7

0.0

0.0

6.5

29.0

16.7

12.5

56.7

25.8

35.5

0 10 20 30 40 50 60

子どもへの手当の充実

子どもの学習支援について（学習塾費用補助）

公営住宅の充実

各種制度・サービスに関する広報の充実

子どもの学習支援について（学校外での学習機会の提供）

気軽に相談できる場所や相談体制の充実

病（後）児保育の充実

保育所入所、延長・休日・一時保育の充実

養育費の立替払い制度

職業訓練や技術講習など機会の充実

家事・子育て援助ヘルパー等の充実

子どもの学習支援について（学習ボランティアの派遣等）

子ども食堂

子どものための相談窓口

当事者同士で情報交換・相談する場の充実

面会交流支援(引き渡しや見守り、費用補助）

子どもの学習支援について（その他）

その他

無回答

(%)

母子家庭の母(n=1,018)

父子家庭の父(n=31)

 

 

■子どもの手当や学習についての支援策のほか、父子家庭では相談体制の充実が求め

られている 

○母子家庭・父子家庭ともに子どもの手当や学習についての支援策の割合が高くな

っています。 

○その他、母子家庭では公営住宅の充実、父子家庭では気軽に相談できる場所や相

談体制の充実について、割合が高くなっています。 

希望する支援策について 
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２ 章 子どもや子育て家庭の状況 

 


